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座初演）が、秀吉を出世奴と表現した早い例で、翌享保十一年には 同作を題材とした江島其磧作の浮世草子『出世握虎昔物語』が ている。 『世界綱目』の「出 奴」の項目には、参考文献として人形浄瑠璃作品の「津国女夫池」 、 「出世握虎稚物語」 、 本朝三国志」 、 傾城枕軍談」 、 「山城の国畜生塚」 、 「天竺徳兵衛郷鏡」 、 「三日太平記」 、 「 好長慶碪軍談」 、 祇園祭礼信仰記 「三国無双奴請状」 、 「後太平記瓢実録」 「木下陰狭間合戦」 、 「時代織室町
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錦繍」 、 「比良岳雪見陣立」 、 「仮名写安土問答」の十五作が挙げられている。
 
「出世奴」の「世界」に分類されたこの十五作の内、出世奴当人であるところの、秀吉















因んだ名称であり、 「東山 の項に挙げられた主要登場人物にも八代将軍・足利義 （在職：一四四九～一四七三年）他、同時代を生きた細川勝元（一四三〇～一四七三年）など 名前が見える。しかし、同項 但し書きに 「但し義満か義昭東山と云 書かれていこれは、三代将軍・足利義満（在職：一三六八～一三九四年） ら十五代将軍・足利義昭（在職：一五六八～一五八八年）の時代も東山の「 界 に含まれることを指 のだろ 。およそ二百年余りの長い期間の出来事を脚色
しているのが「東山」の「世界」であり、そ
の末期は「出世奴」の「世界」の時代と重なる。さらに 、 「東山」の主要登場人物にも義昭よりも下った時代の人物 例えば名古屋山
三郎（一五七二～一六〇三年）や出雲のお国
（国・阿国）の名が挙げら ている。 「物ぐさ太郎」は、その名古屋山 郎やお国などの「東山」の「世界」と強く結びついた人物 主に活躍する作品である。
 
実際の時代背景よりも、主要登場人物が背負う「世界」のイメージによって、その作品







ろう。これは、 「出世奴」の「世界」の登場人物である利休が背負う「世界」のイメージが、名古屋山三郎ら それと比べて非常に弱いということを示しているのではないか。 「物ぐさ太郎」初演時の延享・寛延期において、 「出世奴」の登場人物が背負う「世界」観は、作者らや観客等にとってなじみが薄かった。いわば 遠」かったのであろう。
 
延享期の五年間に上演された歌舞伎の内、登場人物名などから「東山」の「世界」と考
え得る興行と、 「出世奴」の「世界」と考え得る興行の数を比較すると、 「東山」の「世界」とおぼしき公演が九つあったのに対して、 「出世奴」は一興行のみである。しか 、時代が下るにつれて「出世奴」の 世界」の作品が増えていった。寛政初期 五年間に歌舞伎で上演された「東山」の「世界」と「出世奴」の「世界」の公演数を比較す 、 「東山」が九興行であるのに対し、 「出世奴」は十九興行あった。ま 、十九件の「出 奴 「世界」の公演のうち、過半数の九件が 祇園祭礼信仰記 や「木下陰狭間合戦」 、 「比良岳雪見陣立」などの人形浄瑠璃作品 歌舞伎化である。時代が下れば残存する興行資料の量も増大するため、単純な比較できないかもしれないが、明らかに寛政期には「出 奴 方が「東山」よりも近い「世界」となっており、人形
浄瑠璃作品からの影響も無視することはでき
ない。 『世界綱目』が編纂されたのは、このよう 寛政初期で た。
 
「世界」は、頻繁に史書を繰る劇作家達だけではなく、歴史書にはあまり手を出さない
ような層の観客達にも了解されている劇中の基本的設定であ 。 「出世奴」の「世界」の作品が多く上演されることによって、 「東山」 時代とは明らかに異なる時代、つまり戦国時代から安土桃山時代を生きた人物達が 観客層にも具体的 イメージを持って次第に認識されるようになったであろうことは想像に難くな 。この「出世奴」とい 語は、奴から出世していく秀吉を非常に上手く表わした語である 、関白にまで上り詰めた秀吉のその後の治 の時代を表わすには、い さかふさわしくな かもしれない。秀吉がほとんど登場しない文禄・慶長の役の時代を扱った作品なども『世界綱目』 「出世奴」の項に含まれている。後には、 「出世奴」では、謂わば出世後の「太閤 豊臣秀吉時代をも含めた「世界」を十全に表わしていないと考えられたものか、前述の『戯財録 をはじめ、 『 界綱目』以後の『作者店おろし』 （天保十四（一八四三）


























纂当時の認識では、 「出世奴」 （ 「太閤記」 ）の「世界」までが「歴史」であり、作中 登場人物たちは、歴史的人物であったのだろう。徳川政権下では、当代の歴史的事件を 作に仕組むことが基本的に禁じられてい ため、
関ヶ原や大坂冬・夏の陣などの太閤没後の時
代は、 『太平記』などの別の「時代」の「世界」の枠組みを借用し いる。つ り 近世の感覚としては、 「時代」 （ ）か「当世」 （現代）かは、 「出世奴」 「太閤記」 ） 「世界」以前、以後に分けられていると言えよう。言い換えれば太閤記物以前・以後 ある。
 
舞台上にあらわれる歴史的人物を通して、人々は「歴史」を追体験できる。そして当世

































































































































３ 引用は、 『新版歌舞伎事典』 （平凡社、
Japan K
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